
聯
輪
姻

叢

租
税
懸

補
完
作

用

に
就
魚

・

植

民
政
策

是
非

・

利
潤

の
経
済
的
及
び
道
徳
的
性

質

進
歩

か
退
歩

か

・

農
業
勢
働
問
題

・

時

外
醐

地

方
税
制

度

の
整

理
を
論

ず

・

説

苑

大
邸

の
今

市

に
就

い
て

・

雑

録

満

洲

に
於

け
る
支
那

商

店

の
帳
簿

・

肚
會
主
義
の
分
類

…

濁
逸
大
都
市
脈
離
婚
敷
の激
増

・

法
學
博
士

文
學
博
士

渋
墨
博
士

渋
墨
博
士

法
華
博
士

法
學
博
士

経
済
畢
生

法

學

士

経
済
學
士

注

學

士

瀞

戸

正

雄

原

勝

郎

田

島

錦

治

財

部

静

治

河

田

嗣

郎

小
川
郷

太
郎

黒

正

巖

大

森

研

造

小

林

輝

次

汐

見

三

郎

慢



噛

一 一　 一

濁
逸
大
都
市
に
於
け
る

離
婚
鐵

の
激
増

汐

見

三

郎

戦

前
戦

後

の
伯

林

の

人

口

に
就

て
は

・

前
號

及

び
前

々
號

に

「
世

界
戦

争

ご
伯

林

の
人
口

」
「
伯

林

に
於

け

ろ
乳
児

死
亡

率

」
ε
題
し

、

=
国
づ
]。

O
=
「"
動
Nω

ざ

}
o
出超

ゲ

国
プ
「常
N

ピ
の
報
告

々

攻
め

て

置

い

た

。煙

三

Φ
「
に

、
最

近

更

に
、
N
ヨ

接

目
①
紆

付

図
ゴ
①
u・
聾

①
Σ
戸5̀

鴨

コ

ぎ

巨
8

匹
Φ景

島

Φ
口

O
δ

』。鴇
け豊

門2

な

る
新

研
究

為
臓

表

し

、

蜀

逸

の
各
大

都

市

に
於

げ

ろ
祉

會
状

態

の
如

何

な

、
簡

明

に
報
告

し

て

み

る
。
離

婚

鍛

の
多

き

事

に
於

て

、
世

界
.有
数

の
地
歩

々

占

め
て

み

る
我
圃

ε
し

て
は

、

正

に
考

ふ
べ
き
好

題
目

で
あ

み
か
ら

、
以

下

其

研
究

の
大

醗

な

紹

介
す

る
。

ヤ

ヘ

カ

ロ

マ

た

も

り

へ

あ

マ

へ

も

も

ヘ

ヤ

ー

最
近
、
内
αぎ

市

の
統
計
局
は
、

千
八
百
八
十
五

も

も

も

ヘ

ヤ

も

へ

で

ヤ

ヘ

セ

も

も

も

ヨ

コ

も

ヘ

へ

年
乃
至
千
九
百
十
七
年
の
離
婚
統
.計
を
公
に
し
た
、
非

難

銀

燭
逸
大
郡
市
ド
於
け
る
離
婚
鍛
の
激
増

常

に
手

際
善
く
出

来

て
み
る
の
で
、
各
方
面

の
注
目

を

惹

い
て
み

る
。
元

来
離
婚

統
計

な
る
も

の
は
、
其

他
民

の
道
徳
状
態
を
批
判
す

る
に
當
り
、
触
く

べ
か
ら

ざ

る

材
料

で
あ

る
。
本
統
計

よ
b

囚
ひ
5

市

の
耽

會
歌

態
を

察
す

る
に
、
眞

に
憂

ふ

べ
き

も
の
が
あ
る
。

然

し
此
傾

向

は
、

囚
αぎ

市

の
み
な
ら

す
、
凋
逸

の
他

の
大
都
市

に
於

て
も

、
鯨
り
大
差

が
無

い
の
で
あ

る
。

囚
α
『

市
は
、
千

八
百
.八
十
五
年

に
人

口

一
⊥
八
一
、
四

.
○

　
、
離

婚
敷
九
な
b

し
も

の
が
、
千
九

百
十
七

年

に

は
五
四
八

、
八
三

〇

の
人

口
・し
な

り
、

三

一
六

の
離
婚

を
数

へ
て

る
る
。
是

に
よ
る
ご
、
最
近
三

十

二
年
間

に

人

口
が
僅

に
四
倍

せ
る
に
馬
離
婚

敷
は
實

に
三
十
五
倍

に
増

加
し

71
一み
る
の
で
め

る
。
此
離
婚

敷
.の
激
増

は
、

…
囚
O
ぎ

市
特
有

の
事
實

で
無

く
し

て
、
至
燭

逸

の

吐

會

生
活

の
内

部
に
根

ざ

せ

る
病
的

現
象

に
基

い
て
み

る
の

で
.あ

る
か
ら

、
慰苧
ろ
近
代
都
市

の
共

通
的
特

色
だ
も
云

ふ

べ
き
で
め

る
。
試

に
離
婚
敷
.を
、

配
偶
敷

ε
結
婚
敷

ざ
に
比
較
す

る
。
千

八
百
八
十
五
年

に
は
、
配
偶

一
高

」
に
謝

し
離

婚
三
二
八
四
、
結

婚

百
に
付

き
○

・五
八

の
離

一

婚
の
割
合
で
あ
っ
た
が
ず
千
九
百
十
七
年
に
は
、
配
偶

第
十
三
巻

(第
五
號

】
六

一
)

七
七
七

条JallrhidlerfurNationalbkollolllieL匹ndStatistik・10・August1921,S・165-16q

■



雑

録

蜀
逸
大
都
市
に
於
け
ろ
離
婚
鍛
の
激
堆
.

「

に
封
ず

る
割
合

二
五
・
三

四
、
結

婚

に
封
ず

る
比
毛

・〇

五

に
増

加
し
て

み
る
。

し

も

カ

マ

へ

　

ヘ

へ

ね

ヘ

ロ

う

セ

も

や

も

や

も

へ

千
九
百
十
九
年
度
の

困
{巴

布
統
計
局
報
告
も
、殆
ん

ゆ

カ

も

も

モ

マ

モ

あ

へ

も

も

も

ざ
同
様
の
事
實
を
傳

へ
て
る
る
。
職
鈴
及
び
革
命

の
.結

果

ε
し
て
肚
會
生
活
の
凡
て
の
方
面

に
道
徳
が
頽
屡
し

加
ふ
る
に
両
三
年
の
結
婚
牽
激
増
の
事
あ
り
し
爲
め
、

離
婚
敷
が
俄

に
増

し
π
の
で
あ
る
。

室
9

に
て
麟
、

千
九
百
十
六
年
に
八
九
な
り
し
離
婚
敷
が
、
璽
年
に

　

二
八
、
.翌

々
年
に
は

一
四

一
に
上

つ
把
、
千
九
百
二
十

年
に
は
定
め
し
其
以
上
に
上

っ
て
み
る
だ
ら
う
。

以
生

国
ひ
げ

ε

国
色

ε
の
二
大
綿
布

に
於
け
る
離

婚
敷

の
趨
勢
を

一
瞥
し
泥
の
で
あ
る
が
、
更

に
其
詳
細

を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
を
。
余
は
、
第

一
に
猫
逸
大
都

市
の
離
婚
嶽
が
地
方
の
夫
れ
ε
如
何
な
る
關
係

に
あ

る

か
を
明
に
し
.
次
に
離
婚
原
因
の
内
容
、
離
婚
夫
妻

の

結
婚
年
齢
及
び
子
供
の
有
無
の
問
題
に
移
り
、
最
後

に

離
婚
者

の
蕊
す

る
宗
激

し
及
ぶ
事
ご
し
た
。

も

サ

モ

へ

も

ヘ

ヤ

ヤ

コ

へ

り

も

へ

じ

ヘ

へ

う

も

=

都
市

は
.地

方

よ
り

も
、
離
婚

敷

が
遙

に
多
数

に
上

モ

あ

モ

エ

マ

る
傾

が
あ

る
、

こ
れ
大

都
會

に
は
、
人

口
の
増

加
が
著

し
く
、

一
定
地

域

に
多

数
人
が
密
集
す

る
爲

め
で
も
あ

第
十
二
巻

(第
五
號

一
夫
二
}
.
七
七
八

る
が
、
他

方

都
市
特
有

の
不
健

全
な

る
娯

樂

が
獲
達

し

浮
薄

な

る
夫
婦

の
道
徳
槻

に
好
ま

し
か
ら

ざ

る
影
響
を

齎
す

か
ら

で
・の
る
o

又
大
都
市

に
は
、
男

女

の
問

の
交

.際

が
自
由

に
行

は

れ
往

々
放
埓

に
流
れ

る
傾
向

の
あ

る

事
も

、
其

　
原
因

で
あ

る
。
故

に
離
婚

率

は
、
都
會

に

於

で
は
地

方

に
於

け

る
よ
り
も
、
非
常

に
多
数

に
上
る

の
で
あ

る
.

結
婚

千

に
蜀
す

る
離
婚

敷

を
、

一
表

に
纏

め
て
一、小
せ

ば

、
次

の
如
く

で
あ

る
。

民 慰
o=ヒ
ーo
目 口

匪 羅
一A(Aへ
地 大 都 金 地 大 都 全都

都
方 會 會 都 方 會 會 部

鑑 三看三蓉童話窪

一湘
至
隼

一

.

滋

・五

星

・湘

茜

・五

三

人

姦

凶

五
二
・
ゼ

六
三
・
六

七
・
四

元
蓋
年

一[詫

二

茜

・閏

七
二
三

完

凸

三
ヨ
る

圏

δ

冥

∴
丸
心

一九
=
皐

一舅

三

児

三

茜

∴

一七
三

四
四
三

豊

λ

奎

・〇

三

・0

上
記
の
数
字
中
戦
時
に
罵
す
る
.分
は
、
常
時
結
婚
敷

激
減

の
事
め
b
し
矯
め
暫
く
措
き
、
戦
前
千
九
百
十
二

年
及
び
千
九
百
十
三
年

の
も
の
」
み
を
利
用
す
る
。
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f

、

難

錬

猫
逸
大
都
市
に
於
け
る
離
婚
撒
の
激
増
.

結

婚

に
よ
り
生
じ

把
る
義
務

の
大
な

る
侵
害

.(
濁
逸

民

注

一
五
六

八
係
規
定

)
等

は
、
姦
道

の
場
合

に
比
す

る

ご
非
常

に
少
数

に
止

ま

る
。

カ

カ

ヘ

ヤ

エ

マ

ヘ

へ

し

へ

も

た

も

や

リ

ヘ

ヘ

へ

ぢ

も

離
婚
に
際
し
夫
妻

の
何
れ
に
責
が
あ
る
か
を
調

べ
て

も

へ

見
る
。
戦
前

に
て
は
、
夫
に
責
の
あ
る
場
合
が
遙

に
多

敷
を
占

め
て
み
た
、
こ
れ
男
女
両
性
の
肚
會
的
地
位
よ

b
生
す

る
當
然
の
結
果
で
あ
る
コ
然

る
に
戦
時
中
及
び

戦
後

に
於
て
は
形
勢
が

呪
攣
し
た
、

現
に

内
包

の
如

き
、
千
九
百
十
九
年
に
姦
通
の
爲
め
離
婚

の
割
決
を
受

け
た
妻

の
敷
は
、
夫
の
撒
の
二
倍
に
達
し
て
み
る
、
同

様
の
現
象
は
、
千
九
百
十
七
年
に

H自
ぎ

於
て
も
窺
は

も

も

れ
る
。
此
問
題
ご
關
達
し
て
興
味
多
き
問
題
は
、
夫
妻

ヤ

ヘ

へ

あ

　

カ

ヘ

カ

し

モ

ヤ

ミ

た

コ

も

へ

し

り

ヘ

ヘ

コ

の
何
れ
の
側
か
ら
離
婚
の
請
求
の
出

る
事
が
多

い
か
ε

云
ぶ
事
で
か
か
。
戦
孚
迄
は
原
告
の
五
分
の
一コ
迄
も
妻

で
あ

っ
た
が
、
戦
時
に
入
b
此
趨
勢
も
逆
軽
し
、
原
告

が
夫
た
る
離
婚
撒
が
干
九
百
十
五
年
来
絶
え
す
増
加
し

て
み
る
。

囚
巨

の
千
九
百
十

九
年
度
の
統

計

に
よ
る

ビ
、
夫
が
訴
訟
の
方
法
を
探

つ
π
場
合
が
九
十

一

(⊥
ハ
.

●

四
・
五
%
)
妻
が
請
求
し
た
場
合
が
五
十
(三
五
・
五
%
)

で
あ
る
。
是
に
射
し
、
夫
は
二
十

2

四
・
二
%
)妻
は

第
十
=
一巻

(維
那
五
號

一
⊥八
面
幽
)

七
八
〇

四

+

六

(
三

二

・
五

%

)

反

訴

を

提

起

し

て

み

る

。

も

も

コ

し

セ

　

あ

も
　

ヘ

ロ

ヘ

マ

も

も

り

も

四

更

に
、
離
婚
夫
妻

の
結
婚
年
齢
、
婚
姻
期
間
、
子
.

へ

も

ヘ

ヤ

コ

ぬ

コ

コ

へ

供

の
有
無
を
分
析
す

る
。

ヤ

へ

も

や

ヤ

ヤ

へ

も

も

モ

あ

も

マ

も

も

し

へ

離
婚
せ
し
夫
妻
の
結
婚
年
齢
を
観
察
す

る
ご
、
大
盤

早
婚
者

に
離
婚

の
数
が
多

い
様
で
あ
る
、
特
に
二
十
歳
.

迄
に
結
婚
し
た
る
妻
及

び
二
十
歳
乃
至
二
十
五
歳

に
結

婚
せ
し
夫

の
離
婚
割
合
が
、
概
し
て
高
率
を
示
し
て
み

る
。
統
計
學
者
の
通
説

こ
し
て
、
夫
妻

の
年
齢
に
人
な

る
懸
隔
あ

る
腸
合
、
特

に
年
少
の
夫

ε
年
長
の
妻

ε
の

結
婚

の
場
合

に
は
離
婚

の
危
険
が
多

い
の
.で
あ
る
が
、

困
ゆ
写

市
の
調
査
で
は
此
現
象
は

明
確

に
現
は
れ
て
ゆ

よ

、
o

¶

ゆ　
し

も

ヵ

あ

ヘ

ヘ

コ

ヘ

ヤ

ロ

ら

ミ

た

ヤ

へ

を

ヤ

も

婚

姻
期
間

に
基

き
離

婚
を

分
類
す

る
時

に
は
、
五
年
.

乃

至
十
年
織
綾

の
も

の
が
最

も
多
く

、

一
年
未
満

の
も

の
は
極

め
て
少
数

で
あ

る
。
驚

く
'べ
き
は
、
長
年
月

の

婚

姻
期
間

を
経

て
離
婚

す

る
者

の
敷

多
き
事

で
あ

る
。

二
十

年
以
上

の
夫

婦
生

活

の
後

に
離
婚

せ
し
者

が
、
全

膿

の
離
婚
敷

の
十

一
パ
ー

セ
ソ
.ト
を

占

め
て
み
る
が
如

き
、
其
適

例
で
あ

る
。

も

モ

た

や

し

モ

も

も

う

る

へ

も

セ

も

も

も

じ

あ

み

も

子
供
の
有
無
の
問
題
も
離
婚
に
は
重
大
な
る
關
係
が

イ

.



ヘ

ヤ

ヒ

あ
る
。
子
供
を
有
す
る
時
は
、
共
通
の
利
害
關
係
が
密

接

ε
な
る
か
ら
、
夫
妻
の
衝
突
も
自
ら
緩
和
せ
ら
れ
る

結
果
ε
な
る
、

從

っ
て
離
婚
者

の
大
多
数
は

子
供
の

無
い
人
達
で
あ
る
。
千
九
百
入
牢
乃
至
千
九
百
十
七
年

に
於
け
る

囚
9
ロ
市
の
離
婚
敬
二
、
八
二
九
の
中

一
、
一

一
⊥
ハ
即
ち
約
四
〇
%
は
子
供
を
有
せ
ざ

る
場

合

で

あ

る
。
盛
.
一
の
千
九
百
十
九

年
の
統
計

航
し

て
も
、

子

供
を
有
せ
ざ
る
夫
妻
の
離
婚

は
、
全
騰

の
四
六
%
を
占

め
て
み
る
。
内
α
げ

の
離
婚
敷
の
中

　
、
⊥
ハ
七
二
は
幼
年

の
子
供
を
有
し
て
み
る
場
合
で
あ
る
、
其
中

一
人
の
子

供
を
有
し
て
み
る
の
は
四
三
・
二
%

(察
巴

に
て
は
こ

、

九
%
)
、
二
人
の
場
合
は
二
七
・三
%

(囚
莚

に
て
は

一

〇
%
〉

三
人
の
子
供
を
在
せ
る
は

↓
六
・
二
%
、

四
人

の
は
七
・
二
%
、
四
人
以
上

の
子
供
を
有
し
而

も
離

婚

.

し
た
場
合
は
五
・九
%
で
あ

る
。

コ

へ

も

ら

も

ロ

も

ロ

へ

お

も

や

ヘ

カ

ミ

　

も

　

も

五

終
に
、
離
婚
者
の
信
仰
せ
る
宗
敏
に
調
査
を
進

め

ヘ

へ

よ
う
。

内
ひぎ

・益

田
巴

ご
の
数

字

を
比
較

し
て
見

る

ε
、
宗
敏

の
如

何
が
離
婚

に
大
影
響

あ

る
事

が
明

ε
な

る
。

こ
れ
漱
義

の
異

る
に
俘

ひ
、
離

婚

に
聞
す

る
見

解

に
も
差
異
を

生
じ
、
從

っ
て
離
婚

の
困
難
な

る
.宗
轍

ε
.

難

錬

濁
逸
大
都
市
に
於
け
る
離
婚
敬
の
激
塘

容
易
な
る
宗
敏

ε
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

囚
ぴ
一昌
に

於
て
、
千
九
百
五
年
乃
至
千
九
百
十
七
年
に
離
婚
せ
し

男
子

の
穂
敷
を
宗
激
別
に
す

る
ぜ
、
替
激
徒
が
七
二
%

新
激
徒
が
二
五
%
、
猶
太
激
徒
が

一
・
五
%
を
占
め
、
是

に
射
し
女
子
は
、
蓄
激
徒
が
七
二
・
二
四
%
、新
激
徒
が

二
三
。八
⊥
ハ
%
、
猶
太
激
徒
が

一
・
九
%

に
上

っ
て
み
る
。

一
方

囚
ひ
ぎ

の
全
人
口
を
一
千
九
百
十
年
の
国
勢
調
査

に
基
き
1
宗
教
別
に
す

る
ε
、
蓄
教
に
射
す
る
者
は
、

.

男
子
七
六

上
ハ
%
女
子
八
○
・
一
%

、
新
激
徒
に
臆
す

る

者
は
」
男
子
二
〇
土

%
女
子

一
七
二

%
、
猶
太
激

に

旙
す

る
者
は
、
男
子
二
・
四
%
女
子
二
。
三
%
で
あ
る
。

是
で
見
る
ご
、
総
人
口
に
比
し
、
藩
激
徒

の
離
婚
藪
は

割
合
に
少
く
、
新
激
徒
の
離
婚

侭
は
非
常

に
大
で
あ
る

ε
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ち

も

へ

ぬ

ヵ

ね

セ

も

ロ

カ

カ

し

ち

う

も

も

も

更

に
、
離
婚
敷
を
夫
妻
の
宗
激
に
基
き
組
合
せ
研
究

セ

ち

ゃ

マ

ゐ

へ

も

ヘ

へ

を

う

あ

ヘ

へ

り

リ

ヤ

う

す
る
ざ
、
有
益
な
る
結
果
が
出
て
来
る
の
で
あ
る
。
概

括
論

ε
し
て
、
結
婚
の
場

合
で
も
離
婚

の
場
合
で
も
、

蛋
教
徒
相
互
の
婚
姻
は
減
少
し
、
異
宗
激
徒
間

の
雑
.婚

が
漸
次
増
加
す

る
傾
向
を
有
し
て
み
る
。
術
注
目
す

べ

き
は
、
夫
妻
興

に
醤
敏
徒
花
る
時
は
離
婚
率
割
合
臆
少

第
十
三
巻

(
第
五
號

一
六
五
)

七
八

一

咀



r

.

雑

録

濁
逸
大
都
市
に
於
け
ろ
離
婚
数
の
激
滑

く
、
之
に
反
し
新
教
徒
相
互
の
結
婚

に
は
比
較
的
多
く

の
離
婚
を
見
る
事
で
あ
る
。
雑
婚

の
場
合
の
離
婚
率
こ

な
る
ざ
、
非
常

に
多
敷

に
土

っ
て
み
る
。
宗
敏
を
異
に

す
る
者
の
間
の
雑
婚
は
、
同

一
崇
激
を
華
華
る
者

の
結

婚

よ
り
も
、
多
く
の
離
婚
を
伴

ふ
ご
云
ふ
事
が
出
來
よ

う
。
雑
婚
㎝の
場
A
口
を
細
別
す

る
蓬
、
嶺
激
徒
の
夫
ビ
新

激
徒
の
妻
ε
の
間

に
離
婚
率
多
く
、
之
に
反
し
新
激
徒

.

の
夫

ご
醤
激
徒
の
妻

ε
の
結
婚

に
は
離
婚
率
が
少

い
標

で
あ
る
。
然
し

囚
αぎ

市

に
於
け
る
離
婚
統
計
の
轍
字

は
、
決
し
て
大
敷

ε
は
云

へ
な

い
か
ら
、
是
の
み
よ
り
・

し
て

一
般
的
の
結
論
を
下
す

の
は
慎
ま
ね
ば
な
ら

兎
。

囚
一匹

の
離
婚
数
を
見
る
ざ
、
新
激
徒
相
互
が

一

二

二
ふ
新
激
徒
の
夫
ε
薔
教
徒
の
妻

ε
の
場
合
が
八
、
夫

が
蛮
教
徒
で
妻
が
新
漱
徒
の
時
が
七

で
あ
る
、
而
し
て

琶
激
徒
相
互
の
離
婚
が
三
、

バ
プ
チ
ス
㍗
激
徒
の
夫
ε

新
激
徒
の
妻

蓬
の
離
婚
が

一
で
あ
る
。

六

国
{2

市

・し
湾
9
⇒
市
ξ
の
二
大
縄
市
の
材
料
を
基

礎
こ
し
て
、
濁
逸
大
都
市
の
離
婚

の
状
態

を

調

査
.し

た
。
都
會
殊
に
大
都
市
に
離
婚
の
多
き
事
、
離
婚
原
因

が
戦
時
中
に
其
内
容
を
愛
更
せ
し
事
、
早
婚
の
夫
婦
に

第
+
三
巻

(第
五
號

=
ハ
六
)

七
八
二

離
婚
多
く
子
供

の
多
き
人
に
は
少
き
事
、
曹
激
徒
に
離

婚
少
く
新
激
徒
に
多
き
事
等
、
以
上
述

べ
し
如
く
で
あ

る
。
就
中
注
目
す

べ
き
は
、
世
界
戦
孚
を
中
心
ξ
し
て

離
婚
原
因
に
就
き
男
女

の
地
位
が
顛
倒
し
た
事
で
あ
ら

う
。
戦
前

に
て
は
、
夫
の
不
都
合
が
原
因
ご
な
り
妻

が
.

離
婚
を
封剛
求
す
る
の
が
、
原
則
で
あ
っ
た
。
然
る
に
戦

後

に
於
て
は
、
妻
の
不
行
跡
に
耐

え
か
ね

て
夫
が
離
婚

請
求

の
手
.段
に
出
で
る
場
合
の
方
が
遙
に
多
撒
を
占
め

る
様

に
な

つ
だ
、
非
常
な
憂
化
蓬
云
は
ね
ば
な
ら
漁
9

要
す
る
に
、
猫
逸
に
於
て
は
、
戦
時
中

よ
り
戦
後
に

か
け
て
、
結
婚
数
の
増
加
ε
共
に
離
婚
敷
が
激
増
し
た
.

の
で
あ
る
、
特

に
郡
會
に
於

て
1

大
都
市
で
あ
れ
ば
.

あ
る
程

}
層
-

其
趨
勢

が
甚
だ
し

い
の
で
あ
る
。
諸

種

の
事
情

を
綜

合

し
て
考

ふ

る
に
、
結
婚
敷

の
増

加
は

今
暫

く
は
中
絶

し
そ
う

に
も
な

い
、
此
結
婚

敷
の
増
加
.

ε
労

ふ
事
實

の
存

す
る
限
り
、
濁
逸

大
都
市

に
於
け

る

離
婚

撒

の
激
増
も

亦

避

け
難

い
結

果

で
あ

る
。

「凋
逸

大

都
市

に
於
け

る
一離
婚

数

の
一激
増
」
、
此
問

題

は
A
「
後

の
猫

逸

の
是
非
共

解
決

せ
ね

ば
な
ら

鳳
重

大
な

る
問
題
.

の

一
で
あ
ら
う
。

2

九
二
一
、
九
、
一
二
)、

響


